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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ２ 部 門 第 ３ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 6 年 8 月 1 日 ( 2 0 2 4 . 8 . 1 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 2 / 0 5 4 0 3 9
【 公 表 番 号 】 特 表 2 0 2 3 - 5 3 9 5 4 8 ( P 2 0 2 3 - 5 3 9 5 4 8 A )
【 公 表 日 】 令 和 5 年 9 月 1 5 日 ( 2 0 2 3 . 9 . 1 5 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 3 - 1 7 5
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 3 - 5 0 1 5 5 3 ( P 2 0 2 3 - 5 0 1 5 5 3 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｂ ２ ３ Ｃ 5 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｂ ２ ３ Ｃ 5 / 2 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｂ ２ ３ Ｂ 5 1 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｂ ２ ３ Ｃ 5 / 1 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｆ １ ６ Ｂ 3 3 / 0 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｂ ２ ３ Ｃ 5 / 0 0 　 　 　 Ａ 　 　 　
　 Ｂ ２ ３ Ｃ 5 / 2 0 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｂ ２ ３ Ｂ 5 1 / 0 0 　 　 　 Ｔ 　 　 　
　 Ｂ ２ ３ Ｃ 5 / 1 0 　 　 　 Ｄ 　 　 　
　 Ｆ １ ６ Ｂ 3 3 / 0 2 　 　 　 Ｚ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 7 月 2 4 日 ( 2 0 2 4 . 7 . 2 4 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 前 方 向 （ Ｄ Ｆ ） か ら 後 方 向 （ Ｄ Ｒ ） ま で 延 在 す る ヘ ッ ド 長 手 方 向 軸 （ Ａ ） を 有 す る 交 換  
可 能 切 削 ヘ ッ ド （ ２ ２ ） で あ っ て 、 前 記 交 換 可 能 切 削 ヘ ッ ド （ ２ ２ ） は 、
　 少 な く と も １ つ の 切 れ 刃 （ ３ ０ ） を 備 え る 切 削 部 分 （ ２ ６ ） を 形 成 す る 前 部 分 と 、
　 組 付 け 部 分 （ ２ ８ ） を 形 成 す る 後 部 分 と 、 を 備 え 、
　 前 記 組 付 け 部 分 （ ２ ８ ） は 、 雄 結 合 部 材 （ ３ ８ ） を 有 し 、
　 前 記 雄 結 合 部 材 （ ３ ８ ） は 、 雄 ね じ （ ４ ２ ） を 有 し 、 ヘ ッ ド 基 部 面 （ ４ ０ ） か ら 後 方 に  
突 出 し 、
　 前 記 ヘ ッ ド 基 部 面 （ ４ ０ ） は 、 前 記 ヘ ッ ド 長 手 方 向 軸 （ Ａ ） に 対 し て 横 断 的 に 延 在 し 、  
前 記 切 削 部 分 （ ２ ６ ） と 前 記 組 付 け 部 分 （ ２ ８ ） と の 間 に 境 界 を 画 定 し 、
　 前 記 雄 ね じ （ ４ ２ ） は 、 雄 ね じ 山 （ ４ ４ ） を 備 え 、
　 前 記 雄 ね じ 山 （ ４ ４ ） は 、 雄 ね じ 軸 （ Ｂ ） 回 り に ら せ ん 状 に 延 在 し 、 前 雄 ね じ フ ラ ン ク  
面 （ ４ ６ ） 及 び 後 雄 ね じ フ ラ ン ク 面 （ ４ ８ ） と 、 前 記 前 雄 ね じ フ ラ ン ク 面 （ ４ ６ ） と 前 記  
後 雄 ね じ フ ラ ン ク 面 （ ４ ８ ） と の 間 に 延 在 す る 雄 ね じ 上 面 （ ５ ０ ） と 、 を 備 え 、
　 前 記 前 雄 ね じ フ ラ ン ク 面 （ ４ ６ ） 及 び 前 記 後 雄 ね じ フ ラ ン ク 面 （ ４ ８ ） は 、 概 し て 、 反  
対 の 軸 方 向 （ Ｄ Ｆ 、 Ｄ Ｒ ） に 面 し 、 雄 ね じ 底 面 （ ５ ４ ） を 備 え る ら せ ん 雄 ね じ 溝 （ ５ ２ ）  
の 境 界 を 定 め 、
　 前 記 雄 ね じ （ ４ ２ ） は 、 一 定 の 雄 ね じ ピ ッ チ Ｐ Ｅ を 有 し 、
　 前 記 雄 ね じ （ ４ ２ ） は 、 一 定 の 雄 ね じ 高 さ Ｈ Ｅ を 有 し 、
　 前 記 雄 結 合 部 材 （ ３ ８ ） の 前 記 雄 ね じ （ ４ ２ ） は 、 雄 ね じ 内 側 円 筒 体 （ Ｅ Ｃ １ ） 及 び 雄  
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ね じ 外 側 円 筒 体 （ Ｅ Ｃ ２ ） に よ っ て 画 定 さ れ る ま っ す ぐ な ね じ で あ り 、
　 前 記 雄 ね じ 内 側 円 筒 体 （ Ｅ Ｃ １ ） は 、 内 径 ｄ ２ を 有 し 、
　 前 記 雄 ね じ 外 側 円 筒 体 （ Ｅ Ｃ ２ ） は 、 外 径 ｄ １ を 有 し 、
　 前 記 雄 ね じ 軸 （ Ｂ ） を 含 む 軸 方 向 平 面 で 取 っ た 断 面 図 に お い て 、
　 前 記 前 雄 ね じ フ ラ ン ク 面 （ ４ ６ ） 及 び 前 記 後 雄 ね じ フ ラ ン ク 面 （ ４ ８ ） は 、 複 数 の ま っ  
す ぐ な 雄 ね じ 荷 重 印 加 面 （ ５ ９ ａ ） 及 び 複 数 の 雄 ね じ 非 荷 重 印 加 面 （ ５ ９ ｂ ） を そ れ ぞ れ  
形 成 し 、
　 前 記 雄 ね じ 底 面 （ ５ ４ ） は 、 複 数 の 凹 形 に 湾 曲 す る 雄 ね じ 谷 （ ５ ８ ） を 形 成 し 、
　 各 前 記 雄 ね じ 谷 （ ５ ８ ） は 、 第 １ の 雄 ね じ 谷 点 （ Ｐ １ ） と 第 ２ の 雄 ね じ 谷 点 （ Ｐ ２ ） と  
の 間 に 延 在 し 、 前 記 第 １ の 雄 ね じ 谷 点 （ Ｐ １ ） に お い て そ れ ぞ れ の 雄 ね じ 荷 重 印 加 面 （ ５  
９ ａ ） と 合 流 し 、
　 前 記 第 １ の 雄 ね じ 谷 点 （ Ｐ １ ） は 、 第 １ の 雄 ね じ 径 方 向 距 離 Ｅ Ｒ Ｄ １ だ け 前 記 雄 ね じ 内  
側 円 筒 体 （ Ｅ Ｃ １ ） か ら 離 間 し 、
　 前 記 第 １ の 雄 ね じ 径 方 向 距 離 Ｅ Ｒ Ｄ １ は 、 前 記 雄 ね じ 高 さ Ｈ Ｅ の ３ 分 の １ よ り 大 き く 、  
前 記 雄 ね じ 高 さ Ｈ Ｅ の ３ 分 の ２ よ り 小 さ い 、 交 換 可 能 切 削 ヘ ッ ド （ ２ ２ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 雄 ね じ 径 方 向 距 離 Ｅ Ｒ Ｄ １ は 、 前 記 雄 ね じ 高 さ Ｈ Ｅ の １ ２ 分 の ５ よ り 大 き く  
、 前 記 雄 ね じ 高 さ Ｈ Ｅ の １ ２ 分 の ７ よ り 小 さ い 、 請 求 項 １ に 記 載 の 交 換 可 能 切 削 ヘ ッ ド （  
２ ２ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 各 前 記 雄 ね じ 荷 重 印 加 面 （ ５ ９ ａ ） は 、 前 記 雄 ね じ 荷 重 印 加 面 （ ５ ９ ａ ） の 外 形 に 沿 っ  
て 測 定 さ れ る 雄 ね じ 荷 重 印 加 面 長 さ Ｌ １ を 有 し 、
　 各 前 記 雄 ね じ 谷 （ ５ ８ ） は 、 前 記 第 １ の 雄 ね じ 谷 点 （ Ｐ １ ） と 前 記 第 ２ の 雄 ね じ 谷 点 （  
Ｐ ２ ） と の 間 に 前 記 雄 ね じ 谷 （ ５ ８ ） の 外 形 に 沿 っ て 測 定 さ れ る 雄 ね じ 谷 長 さ Ｌ ２ を 有 し  
、
　 前 記 雄 ね じ 谷 長 さ Ｌ ２ は 、 前 記 雄 ね じ 荷 重 印 加 面 長 さ Ｌ １ の ３ ～ ６ 倍 の 間 大 き い 、 請 求  
項 １ に 記 載 の 交 換 可 能 切 削 ヘ ッ ド （ ２ ２ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 内 径 ｄ ２ は 、 前 記 外 径 ｄ １ の 少 な く と も ７ ５ ％ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 交 換 可 能  
切 削 ヘ ッ ド （ ２ ２ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 雄 ね じ 高 さ Ｈ Ｅ は 、 前 記 雄 ね じ ピ ッ チ Ｐ Ｅ の ３ 分 の １ よ り 大 き く 、 前 記 雄 ね じ ピ ッ  
チ Ｐ Ｅ の 半 分 よ り 小 さ い 、 請 求 項 １ に 記 載 の 交 換 可 能 切 削 ヘ ッ ド （ ２ ２ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 各 前 記 雄 ね じ 谷 （ ５ ８ ） は 、 単 一 雄 ね じ 谷 半 径 Ｒ に よ っ て 画 定 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載  
の 交 換 可 能 切 削 ヘ ッ ド （ ２ ２ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ の 雄 ね じ 谷 点 （ Ｐ １ ） 及 び 前 記 第 ２ の 雄 ね じ 谷 点 （ Ｐ ２ ） は 、 前 記 雄 ね じ 谷 半  
径 Ｒ に よ っ て 画 定 さ れ る 仮 想 円 の 円 中 心 （ Ｏ ） に 雄 ね じ 谷 画 定 角 度 θ を 区 画 し 、
　 前 記 雄 ね じ 谷 画 定 角 度 θ は 、 ９ ０ ° 以 上 、 １ ６ ０ ° 以 下 で あ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 切 削  
ヘ ッ ド （ ２ ２ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 雄 ね じ 非 荷 重 印 加 面 （ ５ ９ ｂ ） は 、 ま っ す ぐ で あ り 、
　 各 前 記 雄 ね じ 谷 （ ５ ８ ） は 、 前 記 第 ２ の 雄 ね じ 谷 点 （ Ｐ ２ ） で そ れ ぞ れ の 雄 ね じ 非 荷 重  
印 加 面 （ ５ ９ ｂ ） と 接 線 方 向 で 合 流 し 、
　 前 記 雄 ね じ 谷 画 定 角 度 θ は 、 １ ２ ０ ° 以 上 、 １ ４ ０ ° 以 下 で あ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 切  
削 ヘ ッ ド （ ２ ２ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 雄 ね じ 谷 半 径 Ｒ は 、 前 記 雄 ね じ ピ ッ チ Ｐ Ｅ の ３ 分 の １ よ り 大 き く 、 前 記 雄 ね じ ピ ッ  
チ Ｐ Ｅ の 半 分 よ り 小 さ い 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 交 換 可 能 切 削 ヘ ッ ド （ ２ ２ ） 。
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【 請 求 項 １ ０ 】
　 各 前 記 雄 ね じ 谷 （ ５ ８ ） は 、 そ れ ぞ れ の 前 記 雄 ね じ 荷 重 印 加 面 （ ５ ９ ａ ） と 接 線 方 向 で  
合 流 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 交 換 可 能 切 削 ヘ ッ ド （ ２ ２ ） 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 各 前 記 雄 ね じ 谷 （ ５ ８ ） は 、 前 記 第 ２ の 雄 ね じ 谷 点 （ Ｐ ２ ） で そ れ ぞ れ の 前 記 雄 ね じ 非  
荷 重 印 加 面 （ ５ ９ ｂ ） と 合 流 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 交 換 可 能 切 削 ヘ ッ ド （ ２ ２ ） 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 雄 ね じ 非 荷 重 印 加 面 （ ５ ９ ｂ ） は 、 ま っ す ぐ で あ る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 交 換 可 能  
切 削 ヘ ッ ド （ ２ ２ ） 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 各 前 記 雄 ね じ 谷 （ ５ ８ ） は 、 そ れ ぞ れ の 前 記 雄 ね じ 非 荷 重 印 加 面 （ ５ ９ ｂ ） と 接 線 方 向  
で 合 流 す る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 交 換 可 能 切 削 ヘ ッ ド （ ２ ２ ） 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ の 雄 ね じ 谷 点 （ Ｐ １ ） 及 び 前 記 第 ２ の 雄 ね じ 谷 点 （ Ｐ ２ ） は 、 点 距 離 ｄ だ け 軸  
方 向 に 離 間 し 、
　 前 記 点 距 離 ｄ は 、 前 記 雄 ね じ ピ ッ チ Ｐ Ｅ の ３ 分 の １ よ り 大 き く 、 前 記 雄 ね じ ピ ッ チ Ｐ Ｅ  
の 半 分 よ り 小 さ い 、 請 求 項 １ に 記 載 の 交 換 可 能 切 削 ヘ ッ ド （ ２ ２ ） 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 雄 ね じ 軸 （ Ｂ ） を 含 む 軸 方 向 平 面 で 取 っ た 前 記 断 面 図 に お い て 、
　 前 記 雄 ね じ 上 面 （ ５ ０ ） は 、 複 数 の 雄 ね じ 頂 （ ５ ６ ） を 形 成 し 、
　 前 記 複 数 の 雄 ね じ 頂 （ ５ ６ ） は そ れ ぞ れ 、 径 方 向 最 外 雄 ね じ 頂 面 （ ６ １ ａ ） を 備 え 、
　 前 記 径 方 向 最 外 雄 ね じ 頂 面 （ ６ １ ａ ） は 、 前 記 雄 ね じ 軸 （ Ｂ ） に 平 行 で あ り 、 互 い に 同  
一 直 線 上 に あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 交 換 可 能 切 削 ヘ ッ ド （ ２ ２ ） 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 方 向 （ Ｄ Ｆ ） か ら 後 方 向 （ Ｄ Ｒ ） ま で 延 在 す る 長 手 方 向 軸 （ Ａ ） を 有 す る 回 転 切 削 工  
具 （ ２ ０ ） で あ っ て 、
　 ホ ル ダ 長 手 方 向 軸 （ Ｃ ） を 有 す る 工 具 ホ ル ダ （ ２ ４ ） と 、
　 工 具 ホ ル ダ （ ２ ４ ） に 螺 合 さ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 交 換 可 能 切 削 ヘ ッ ド （ ２ ２ ） と 、
を 備 え る 、 回 転 切 削 工 具 （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 交 換 可 能 切 削 ヘ ッ ド （ ２ ２ ） は 、 第 １ の 材 料 か ら 作 製 さ れ 、
　 前 記 工 具 ホ ル ダ （ ２ ４ ） は 、 第 ２ の 材 料 か ら 作 製 さ れ 、
　 前 記 第 １ の 材 料 は 、 前 記 第 ２ の 材 料 よ り 硬 い 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 回 転 切 削 工 具 （ ２ ０  
） 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 工 具 ホ ル ダ （ ２ ４ ） は 、 ホ ル ダ 前 面 （ ７ ０ ） か ら 後 方 に 延 在 す る 雌 ね じ （ ７ ２ ） を  
有 す る 雌 結 合 部 材 （ ６ ８ ） を 有 し 、
　 前 記 ホ ル ダ 前 面 （ ７ ０ ） は 、 前 記 ホ ル ダ 長 手 方 向 軸 （ Ｃ ） に 対 し て 横 断 的 に 延 在 し 、
　 前 記 回 転 切 削 工 具 （ ２ ０ ） は 、
　 前 記 雌 ね じ （ ４ ２ ） 及 び 前 記 雄 ね じ （ ７ ２ ） が 互 い に 螺 合 さ れ て い な い 解 放 位 置 と 、
　 前 記 雄 結 合 部 材 （ ３ ８ ） が 、 前 記 雌 ね じ （ ４ ２ ） 及 び 前 記 雄 ね じ （ ７ ２ ） が 互 い に 螺 合  
す る 状 態 で 、 前 記 雌 結 合 部 材 （ ６ ８ ） 内 に 取 外 し 可 能 に 保 持 さ れ る 係 止 位 置 と 、
の 間 で 調 節 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 回 転 切 削 工 具 （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 雌 結 合 部 材 （ ６ ８ ） の 前 記 雌 ね じ （ ７ ２ ） は 、 雌 ね じ 内 側 円 筒 体 （ Ｉ Ｃ １ ） 及 び 雌  
ね じ 外 側 円 筒 体 （ Ｉ Ｃ ２ ） に よ っ て 画 定 さ れ る ま っ す ぐ な ね じ で あ る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載  
の 回 転 切 削 工 具 （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 雌 ね じ （ ７ ２ ） は 、 雌 ね じ 山 （ ７ ４ ） を 備 え 、
　 前 記 雌 ね じ 山 （ ４ ４ ） は 、 雌 ね じ 軸 （ Ｄ ） 回 り に ら せ ん 状 に 延 在 し 、 前 雌 ね じ フ ラ ン ク  
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面 （ ７ ６ ） 及 び 後 雌 ね じ フ ラ ン ク 面 （ ７ ８ ） と 、 前 記 前 雌 ね じ フ ラ ン ク 面 （ ７ ６ ） と 前 記  
後 雌 ね じ フ ラ ン ク 面 （ ７ ８ ） と の 間 に 延 在 す る 雌 ね じ 上 面 （ ８ ０ ） と 、 を 備 え 、
　 前 記 前 雌 ね じ フ ラ ン ク 面 （ ７ ６ ） 及 び 前 記 後 雌 ね じ フ ラ ン ク 面 （ ７ ８ ） は 、 概 し て 、 反  
対 の 軸 方 向 （ Ｄ Ｆ 、 Ｄ Ｒ ） に 面 し 、 雌 ね じ 底 面 （ ８ ４ ） を 備 え る ら せ ん 雌 ね じ 溝 （ ８ ２ ）  
の 境 界 を 定 め 、
　 前 記 前 雄 ね じ フ ラ ン ク 面 （ ４ ６ ） 及 び 前 記 前 雌 ね じ フ ラ ン ク 面 （ ７ ６ ） は 、 前 記 前 方 向  
（ Ｄ Ｆ ） に 面 し 、
　 前 記 後 雄 ね じ フ ラ ン ク 面 （ ４ ８ ） 及 び 前 記 後 雌 ね じ フ ラ ン ク 面 （ ７ ８ ） は 、 前 記 後 方 向  
（ Ｄ Ｒ ） に 面 し 、
　 前 記 係 止 位 置 に お い て 、 前 記 後 雌 ね じ フ ラ ン ク 面 （ ７ ８ ） は 、 前 記 前 雄 ね じ フ ラ ン ク 面  
（ ４ ６ ） に 当 接 す る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 回 転 切 削 工 具 （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 係 止 位 置 に お い て 、
　 前 記 前 雌 ね じ フ ラ ン ク 面 （ ７ ６ ） は 、 前 記 後 雄 ね じ フ ラ ン ク 面 （ ４ ８ ） か ら 離 間 し 、
　 前 記 雌 ね じ 上 面 （ ８ ０ ） は 、 前 記 雄 ね じ 底 面 （ ５ ４ ） か ら 離 間 し 、
　 前 記 雌 ね じ 底 面 （ ８ ４ ） は 、 前 記 雄 ね じ 上 面 （ ５ ０ ） か ら 離 間 す る 、 請 求 項 ２ ０ に 記 載  
の 回 転 切 削 工 具 （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 雌 ね じ 軸 （ Ｄ ） を 含 む 軸 方 向 平 面 で 取 っ た 断 面 図 に お い て 、
　 前 記 前 雌 ね じ フ ラ ン ク 面 （ ７ ６ ） 及 び 前 記 後 雌 ね じ フ ラ ン ク 面 （ ７ ８ ） は 、 複 数 の 雌 ね  
じ 非 荷 重 印 加 面 （ ９ １ ｂ ） 及 び 複 数 の 雌 ね じ 荷 重 印 加 面 （ ９ １ ａ ） を そ れ ぞ れ 形 成 し 、
　 前 記 雌 ね じ 荷 重 印 加 面 （ ９ １ ａ ） は 、 ま っ す ぐ で あ る 、 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 回 転 切 削 工  
具 （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 雌 ね じ 上 面 （ ８ ０ ） は 、 複 数 の 雌 ね じ 頂 （ ８ ８ ） を 形 成 し 、
　 前 記 複 数 の 雌 ね じ 頂 （ ８ ８ ） の そ れ ぞ れ は 、 前 記 雌 ね じ 軸 （ Ｄ ） に 平 行 で あ る 径 方 向 最  
内 雌 ね じ 頂 面 （ ９ ６ ａ ） を 備 え 、
　 前 記 径 方 向 最 内 雌 ね じ 頂 面 （ ９ ６ ａ ） は 、 互 い に 同 一 直 線 上 に あ る 、 請 求 項 ２ ０ に 記 載  
の 回 転 切 削 工 具 （ ２ ０ ） 。
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